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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
な

初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
で
今
期
の
各
種

行
事
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
迫

ら
れ
、
皆
さ
ま
の
健
康
を
第
一

に
、
余
儀
な
く
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
非
常
に

心
苦
し
い
次
第
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
沈
静
化
の
め
ど

も
立
た
な
い
現
状
に
お
い
て

は
、
来
期
（
令
和
3
年
4
月
）

以
降
も
各
種
行
事
の
縮
小
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中
止

す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
ど

う
し
た
ら
実
施
で
き
る
か
を
皆

で
知
恵
を
出
し
合
い
、
進
め
る

こ
と
が
必
須
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
多
忙
な
・
多
難
な

年
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
無

事
に
遂
行
で
き
る
こ
と
を
願

い
、
進
め
る
所
存
で
す
。

　

本
年
は
、
市
制
１
２
３
周
年

を
境
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
り
、
一
層
の
飛
躍
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
で
は
65
歳
以

上
の
人
口
が
３
、
６
０
０
万
を

超
え
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
し

た
。
人
生
１
０
０
歳
時
代
、
し

た
が
っ
て
健
や
か
で
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
当
老
人
ク

ラ
ブ
も
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉

仕
」
を
合
言
葉
に
、
長
年
培
っ

た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
か

と
考
え
ま
す
。

　

本
会
の
会
員
拡
大
、
ク
ラ
ブ

活
動
の
活
性
化
が
、「
高
齢
社

会
を
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会

へ
と
創
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
」
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方

の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

充
実
し
た
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
新
年
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
四
日
市
市
長
の
森
智
広

で
す
。

　

昨
年
11
月
の
市
長
選
に
お
い

て
、
無
投
票
当
選
と
い
う
形
で

市
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、

引
き
続
き
市
長
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
東
海
エ
リ
ア
で
存
在
感

を
示
せ
る
、
強
い
四
日
市
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

を
胸
に
、
市
政
発
展
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

様
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
は
、
市
制
１
２
３

周
年
を
迎
え
、「
未
来
に
羽
ば

た
く
1
・
2
・
3
四
日
市
！
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
飛
躍
の
年

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
影
響
で
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
中
止
・
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
我
慢
の
年
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
保
健
所
の
体
制
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
県
と

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ど
う
か
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
四

日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご

活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
壷
田
　
　
實

ご
あ
い
さ
つ

四
日
市
市
長
　
森
　
　
智
広

ご
あ
い
さ
つ

１／６
撮影時のみマスクを外しました
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令
和
2
年
9
月
26
日
㈯
、
四

日
市
市
文
化
会
館
第
2
ホ
ー
ル

に
て
、
第
58
回
四
日
市
市
高
齢

者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
出
席
者
数
の
制
限
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
省
略
な
ど

規
模
を
縮
小
し
て
実
施
。ま
た
、

例
年
同
時
に
開
催
し
て
い
る
芸

能
大
会
は
日
を
改
め
て
開
催
す

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
祉
大
会
は
安
田
副
会
長
に

よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で
幕
開

け
。
国
歌
斉
唱
（
演
奏
の
み
）、

物
故
会
員
へ
の
黙
祷
と
続
き
、

主
催
者
を
代
表
し
て
森
市
長
と

壷
田
市
老
連
会
長
か
ら
開
会
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
大

会
は
表
彰
式
へ
と
進
行
。
四
日

市
市
長
表
彰
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
推
進
と
老
人
福
祉
へ

の
貢
献
お
よ
び
優
秀
な
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
評
価
さ
れ
た
老
人

福
祉
事
業
功
労
者
7
名
と
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
3
ク
ラ
ブ
が
、
四

日
市
市
長
感
謝
状
で
は
、
老
人

福
祉
施
設
や
在
宅
老
人
の
福
祉

向
上
に
努
め
た
5
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
表
彰
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
功
労
者
と
し
て
32
名
、
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
2
ク
ラ
ブ

が
、
四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
感
謝
状
と
し
て
3
名

と
1
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

四
日
市
市
社
会
福
祉
協
議
会
片

山
常
務
理
事
か
ら
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
い
た
後
、
大
会

に
届
け
ら
れ
た
祝
電
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
本
郷
老
人
ク
ラ
ブ
の
辻
忠

男
会
長（
楠
地
区
）が
登
壇
。
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
鈴
木
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
今
年
度
の
高
齢
者

福
祉
大
会
も
無
事
閉
会
し
ま
し

た
。

１
．
四
日
市
市
長
表
彰

⑴
老
人
福
祉
事
業
功
労
者

　
山
本
　
州
江
（
海
　
蔵
）

　
髙
橋
　
和
子
（
海
　
蔵
）

　
福
田
　
　
弘
（
八
　
郷
）

　
小
林
　
　
忠
（
神
　
前
）

　
岡
田
　
正
之
（
河
原
田
）

　
今
村
　
弘
夫
（
河
原
田
）

　
辻
　
　
忠
男
（
　
楠
　
）

⑵
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

大
鐘
町
楽
寿
会
（
下
　
野
）

あ
が
た
ハ
イ
ツ
長
寿
会
（
　
県
　
）

小
古
曽
町
長
寿
会
（
内
　
部
）

２
．
四
日
市
市
長
感
謝
状

　
牧
野
　
照
代

　（
社
会
福
祉
法
人
　
英
水
会
）

　
木
島
恵
美
子

　（
社
会
福
祉
法
人
　
風
薫
会
）

　
稲
垣
　
秀
美

　（
社
会
福
祉
法
人
　
青
山
里
会
）

　
村
田
　
友
彦

　（
社
会
福
祉
法
人
　
徳
寿
会
）

　
川
村
　
明
子

　（
医
療
法
人
　
尚
豊
会
）

３
．
四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

連
合
会
会
長
表
彰

⑴
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　
谷
元
た
か
子
（
共
　
同
）

　
山
本
　
和
清
（
共
　
同
）

　
北
川
　
郁
子
（
同
　
和
）

　
大
西
と
み
子
（
海
　
蔵
）

　
羽
木
　
健
廣
（
羽
　
津
）

　
森
　
　
元
紀
（
羽
　
津
）

　
樋
口
　
貞
子
（
富
洲
原
）

　
川
村
　
文
子
（
富
洲
原
）

　
三
宅
　
秀
明
（
富
洲
原
）

　
河
村
　
清
澄
（
大
矢
知
）

　
佐
藤
　
　
隆
（
大
矢
知
）

　
石
橋
　
勝
子
（
八
　
郷
）

　
小
林
　
　
剛
（
八
　
郷
）

　
松
井
彌
代
次
（
下
　
野
）

　
中
川
　
愛
子
（
下
　
野
）

　
田
中
　
正
美
（
下
　
野
）

　
木
村
　
浩
和
（
三
　
重
）

　
伊
藤
　
三
一
（
三
　
重
）

　
中
川
　
　
淑
（
三
　
重
）

　
山
路
　
悦
子
（
　
桜
　
）

　
小
林
八
重
子
（
川
　
島
）

　
廣
田
　
町
子
（
神
　
前
）

　
平
尾
　
義
博
（
小
山
田
）

　
寺
岡
　
正
美
（
小
山
田
）

　
田
中
　
信
行
（
水
　
沢
）

　
南
川
　
勝
三
（
水
　
沢
）

　
原
口
　
政
子
（
日
　
永
）

　
味
岡
す
み
代
（
日
　
永
）

　
橋
本
　
勳
三
（
日
　
永
）

　
黑
田
　
勲
夫
（
河
原
田
）

　
中
嶋
　
静
子
（
　
楠
　
）

　
杉
野
　
長
博
（
　
楠
　
）

⑵
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

八
郷
福
寿
会
平
津
町
ク
ラ
ブ

（
八
　
郷
）　

　
生
桑
町
長
寿
会
（
三
　
重
）

４
．
四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

連
合
会
会
長
感
謝
状

　
市
川
　
一
馬
（
保
　
々
）

城
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
常
　
磐
）

　
阿
野
田
浅
克
（
塩
　
浜
）

　
田
中
　
淑
子
（
塩
　
浜
）

第
58
回
四
日
市
市
高
齢
者
福
祉
大
会
で

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
︵々
敬
称
略
︶

壷田会長のあいさつ
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

四
日
市
南
警
察
署
生
活
安
全
課

の
後
藤
で
す
。

　

昨
年
、
三
重
県
内
の
特
殊
詐

欺
被
害
は
、
一
昨
年
に
比
べ
、

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
今
年

も
み
な
さ
ん
が
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
も
し
、
こ
ん
な
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
ら
⋮

「
も
し
も
し
。
○
○
さ
ん
で
す

か
？
○
○
警
察
署
の
□
□
で

す
。
詐
欺
の
犯
人
を
捕
ま
え
た

ら
、
○
○
さ
ん
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

銀
行
の
通
帳
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。
今
か
ら

警
察
官
が
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。」

等
と
自
宅
へ
電
話
が
あ
れ
ば
、

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
し
ま
す

か
？警

察
官
や
銀
行
員
な
ど
が
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
、

家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
も
し
、
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
（
封

書
）
が
届
い
た
ら
⋮

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
し
ら
せ
　
…
至

急
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
○
○

金
融
管
理
局
　
〇
三
‐
×
×
×

×
‐
×
×
×
×
」
等
が
書
か
れ

た
ハ
ガ
キ
や
封
書
が
届
い
て

も
、
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。自

分
に
身
に
覚
え
が
な
け
れ

ば
、
落
ち
着
い
て
電
話
等
を
せ

ず
に
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン

等
が
あ
れ
ば
、
相
手
の
名
称
等

を
検
索
す
れ
ば
、
○
○
金
融
管

理
局
は
ニ
セ
の
名
称
と
わ
か
り

ま
す
。

　

犯
人
は
、
み
な
さ
ん
の
不
安

を
煽
り
、
お
金
を
騙
し
取
ろ
う

と
し
ま
す
。「
通
帳
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
。」
等

の
電
話
と
か
、「
○
○
料
金
を

滞
納
し
て
い
る
。」
等
と
不
安

を
煽
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
こ
そ
、焦
ら
ず
、

慌
て
ず
に
家
族
、
知
り
合
い
や

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

四
日
市
南
警
察
署
（
代
表
☎
）

〇
五
九
‐
三
五
五
‐
〇
一
一
〇

　楠地区の会長および四老連
の理事を 6年間務めた経験の
ある辻さん。今大会では受賞
者を代表してお礼のことばを述べられました。現在は本
郷老人クラブの会長として、11 年間にわたりクラブ活動
を牽引されています。
　本郷老人クラブの特色は、楠城跡の清掃やシバザクラ・
アジサイの植栽などを通じて、歴史ある景観を守り続け
ていることです。また、子どもたちとの交流をより深め、
地域における高齢者としての役割を果たしていく必要が
あるという考えのもと、幼稚園や保育園、小・中学校の
子どもたちとの交流会、見守り活動も積極的に進められ
ています。「まずは楠地区からはじめて、やがては市全体
に広がればという思いで今後も行っていきたいと思いま
す」と抱負を語ってくださいました。

　「このような立派な賞をいただき、この上なくうれしい
です」と笑顔を見せる髙橋さんと山本さん。髙橋さんは
西阿倉川第一若生会で会長を約 5年務められています。
山本さんは令和 2年 3月に東阿倉川第二若生会が解散す
るまで 10 年以上にわたって会長を務められました。
　お二人ともこれまでグラウンドゴルフや清掃奉仕、友
愛訪問など積極的にクラブ活動を推進。「コロナ禍でも家
に閉じこもってばかりでなく、外に出て体を動かしてい
けるよう工夫をしていければと思っています」と髙橋さ
ん。また、昨今の会員数の減少について「一人暮らしを
されている方や高齢の方こそ老人クラブに入ってほしい
と思います。活動を通して互いに支え合うことができま
す。老人クラブには芸能大会や旅行など、楽しいことが
たくさんありますよ！」と声をそろえて話されました。

辻　　忠男さん
楠地区
本郷老人クラブ会長

髙橋　和子さん（左）
海蔵地区
西阿倉川第一若生会会長

山本　州江さん（右）
海蔵地区
東阿倉川第一若生会

警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
殊
詐
欺
が
激
増

～
お
金
の
話
に
は
注
意
～

四
日
市
南
警
察
署
生
活
安
全
課
　
警
部
　
後
藤
　
哲
也

新型コロナウイルス集団感染防止

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話や
発声をする
密接場面避けましょう！

を

3つの

受賞喜びの声（インタビュー）
四日市市長表彰「老人福祉事業功労者」を受賞

四日市市長表彰「老人福祉事業功労者」を受賞
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令
和
2
年
度
す
こ
や
か
ラ
イ

フ
三
重
の
つ
ど
い
表
彰
式
が
10

月
9
日
㈮
、
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
芸
能
発
表
お
よ
び
文

化
作
品
展
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
島
賢
県
老
連
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
続
い
て

主
催
者
を
代
表
し
て
吉
良
勇
藏

県
老
連
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
中

で
吉
良
会
長
は
、「
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
規
模
や
内
容

を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
初
旬
に
山

形
県
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た

全
国
大
会
が
中
止
と
な
り
、
そ

ち
ら
の
伝
達
表
彰
も
併
せ
て
行

い
ま
す
が
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
は
日
頃
か
ら
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
の
精
神
で
地
域
の
活
性
化

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
そ
の
長

い
間
の
ご
苦
労
に
対
し
て
敬
意

と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
共
生
社

会
を
担
う
一
員
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
重
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
表
彰
と
し
て
老

人
ク
ラ
ブ
功
労
者
11
名
・
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
11
団
体
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
と

し
て
育
成
功
労
表
彰
2
名
・
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
1
団
体
・

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

1
団
体
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
活
動
賞
と
し
て
2
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
か
ら
は
次
の
2
名
・
2
ク
ラ

ブ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◉
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　
　
藤
田
　
　
弘（
内
部
地
区
）

　
　
豊
田
　
好
弘（
海
蔵
地
区
）

◉
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
羽
津
第
二
春
風
会

（
羽
津
地
区
）

　
　
保
々
第
二
大
樹
会

（
保
々
地
区
）

　

最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
（
老
人
ク
ラ
ブ
功
労

者
）
を
受
賞
し
た
鈴
鹿
市
老
連

の
麻
生
益
生
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
、
壷
田
實
県
老
連
副
会
長
に

よ
る
閉
会
の
言
葉
で
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

県
老
連
会
長
表
彰

（
敬
称
略
）

　
こ
の
た
び
三
重
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
福
祉
大
会
に
お
い

て
、
栄
え
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
功

労
者
表
彰
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
新
た

な
病
気
が
蔓
延
し
て
い
る
世
情

で
、
今
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
諸

活
動
が
滞
る
中
、
こ
の
よ
う
な

賞
を
頂
き
少
々
複
雑
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
個
人
表
彰

は
70
年
前
の
小
学
生
以
来
の
こ

と
で
、
気
も
そ
ぞ
ろ
、
表
彰
式

当
日
は
年
が
い
も
な
く
そ
わ
そ

わ
し
て
い
る
私
に
家
内
が
気
付

き
、
指
摘
さ
れ
恥
ず
か
し
い
思

い
を
し
た
表
彰
式
の
朝
で
し

た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
は

や
20
年
経
過
し
ま
し
た
。
諸
先

輩
方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
れ
た

「
教
え
」
を
守
り
、
糧
と
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
課
題
で
あ
る
「
誰
も
が
健
康

で
、
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る

長
寿
社
会
を
築
く
」
を
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
実
現
す
べ

く
日
々
努
力
し
、
こ
の
た
び
の

賞
に
恥
じ
な
い
働
き
を
し
な
け

れ
ば
と
、
気
分
を
新
た
に
今
後

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

四日市老人クラブ連合会から２名、２クラブが受賞

令和２年度  すこやかライフ三重のつどい表彰式

閉会の言葉を述べる
壷田県老連副会長

海
蔵
地
区
連
合
若
生
会
　

会
長
　
豊
田
　
好
弘

受
賞
者

よ
ろ
こ
び
の
声

受賞おめでとうございます
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今
年
度
は
四
日
市
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
行
事
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
懸
念

か
ら
こ
と
ご
と
く
中
止
を
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
が
、
恐

れ
て
い
て
引
き
こ

も
っ
て
ば
か
り
い

て
は
い
け
な
い
と

い
う
意
見
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
の

で
、
女
性
委
員
会

で
対
策
を
十
分
講

じ
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
11

月
7
日
㈯
に
陶
芸
教
室
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講

師
に
は
何
度
も
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
て
個
展
も
数
々
開
か
れ
て

い
る
稲
垣
竜
一
さ
ま
に
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
募
集
を
し
ま

し
た
と
こ
ろ
15
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し

て
、
茶
碗
や
皿
な
ど

思
い
思
い
の
作
品
を

作
り
ま
し
た
。
昔
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊

ん
だ
粘
土
細
工
の
よ

う
に
は
い
か
ず
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
先
生
に
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
い
て
な
ん
と
か

制
作
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
天
日
干
し
を
し
て
乾

燥
し
て
か
ら
約
8
0
0
度
で
素

焼
き
を
し
て
色
付
け
を
し
て
本

焼
き
し
て
完
成
品
と
な
り
ま

す
。
約
1
カ
月
か
か
り
ま
す
。

世
界
で
た
っ
た
1
つ
の
自
分
の

作
品
で
す
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
四

日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

行
事
は
こ
と
ご
と
く
中
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ

も
年
2
回
、
四
日
市
ド
ー
ム
で

四
老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
こ
れ
も
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
引
き
こ

も
っ
て
ば
か
り
い
て
は
い
け
な

い
と
い
う
声
も
多
く
あ
り
ま
し

た
の
で
3
密
を
避
け
て
マ
ス

ク
、
手
洗
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
等
の
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
十
分
取
り
な
が
ら
開
催

が
で
き
な
い
か
と
検
討
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
一
同

に
会
し
て
行
事
を
開
催
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

西
南
ブ
ロ
ッ
ク
は
水
沢
の
星
の

広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
は

11
月
20
日
に
開
催
予
定
で
し
た

が
あ
い
に
く
の
雨
で
25
日
に
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は

青
空
が
広
が
り
暖
か
く
90
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

広
々
と
し
た
芝
生
広
場
で
素
晴

ら
し
い
自
然
環
境
の
も
と
で
楽

し
く
プ
レ
ー
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。

　

成
績
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
水
谷
　
定
子
　
81
歳

（
水
沢
地
区
）

準
優
勝
　
鎌
田
　
三
雄
　
83
歳

（
水
沢
地
区
）

第
3
位
　
清
水
貴
美
代
　
82
歳

（
水
沢
地
区
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
10
個
出
ま

し
た
。

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

女
性
委
員
会
活
動
　
陶
芸
教
室

女
性
委
員
長
　
水
越
　
京
子

◇介護予防意識啓発講座
　介護予防の知識や大切さ、地域での継続的な取り組みによる効果な
どを広く啓発する講座を実施しています。日程や申し込み方法などは
お住まいの地区の在宅介護支援センターへお問い合わせください。
◇いきいき百歳体操
　手足に重り（重さ調整可能な重錘バンド）をつけ、ゆっくり行う筋力
トレーニングで、無理なく効果的に筋力をつけることができます。週 1
回以上、1時間程度、集会所等で行われています。参加希望の方は、
お住まいの地区の地域包括支援センターへお問い合わせください。

65歳以上の方
※利用対象者の条件が定められているなど、個別の
　状況により利用できない場合があります。

　四日市市では、心身ともに健康で自立した生活を
送ることのできる期間（＝健康寿命）を長く保つた
めにさまざまな介護予防の取り組みを行っています。

優
　
勝
　
坂
田
晋
一
朗
（
水
沢
地
区
）

第
2
位
　
中
川
　
武
春
（
水
沢
地
区
）

第
3
位
　
小
林
　
俊
二
（
大
矢
知
地
区
）

　令和 2年12月14日㈪、三重カンツリークラブにて
第1回ゴルフコンペを開催し、全員楽しい日を過ごし
ました。今回は、若手の会員加入を見込み実施した大
会であり、2名の新会員が入会しました。
　次回の開催は令和 3年 3月29日㈪と決まりました。

大会結果地域で見守る介護のカタチシリーズ

利用対象者

◆一般介護予防事業を利用しよう！
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令
和
3
年
1
月
27
日
㈬
、
四

日
市
市
文
化
会
館
第
２
ホ
ー
ル

に
て
第
59
回
芸
能
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
会
場
入
口
で
手

指
消
毒
と
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
よ
る
検
温
を
実
施
。
ま
た
、

座
席
は
間
隔
を
空
け
た
指
定
席

で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

に
留
意
し
、
観
客
は
出
演
者
の

み
と
す
る
な
ど
徹
底
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
安
田
副
会
長
の
開
会

宣
言
に
よ
り
幕
開
け
。
壷
田
会

長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
「
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

が
一
年
間
頑
張
っ
て
練
習
さ
れ

た
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け

た
い
と
実
施
を
決
断
い
た
し
ま

し
た
。
安
全
で
楽
し
い
芸
能
大

会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
出
演
者
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
注
意
事
項
の

説
明
を
は
さ
み
、
演
目
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
12
地
区
か
ら
総
勢

19
組
の
出
演
者
が
歌
謡
浪
曲
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
、
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩

な
演
目
を
披
露
。
飛
沫
感
染
予

防
の
た
め
、
舞
台
上
の
出
演
者

に
対
し
観
客
は
大
き
な
声
援
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

の
、
曲
に
合
わ
せ
て
の
手
拍
子

や
大
き
な
拍
手
な
ど
で
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
数
々
の
制
限
の
上
で

実
施
さ
れ
た
芸
能
大
会
で
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
や
出
演
者
は
み

ん
な
明
る
い
笑
顔
で
、
次
回
は

満
員
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
終
演
と
な
り

ま
し
た
。

第
59
回
芸
能
大
会

海蔵地区　民踊「秋田大黒舞」

サーモグラフィーによる体温測定

間隔を空けた配席

桜地区　民踊「上州太鼓節」 四郷地区　歌謡舞踊「さだめ道」

四郷地区　ラインダンス「ワン・ウェイ・チケット（恋の片道切符）」中央地区　フラダンス「グリーンランタンフラ/マキーアイラナ」

内部地区　河村　三郎さん
カラオケ「長良川艶歌」

海蔵地区　伊藤　光子さん
カラオケ「海峡冬つばめ」

川島地区　渡辺　貞夫さん
カラオケ「東京坂道物語」

共同地区　服部　幸市さん
歌謡浪曲「忠臣蔵 赤垣源蔵 徳利の別れ」

コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
今
年
度
も
開
催
！



（ 7 ） 第 35 号 四老連いきいきだより 令和 3 年（2021 年）2 月発行

　
「
今
年
も
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
芸
能
大
会
で
踊
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
さ
く
ら
音
頭

愛
好
会
の
皆
さ
ん
。

8
年
前
の
芸
能
大
会
で
地

元
桜
地
区
に
昔
か
ら
伝
わ
る

さ
く
ら
音
頭
を
披
露
す
る
た

め
に
結
成
さ
れ
、
今
も
初
期

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
14
名
で
仲

良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
日

頃
は
地
区
内
の
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
借
り
て
月
２
回
の
練
習

を
行
っ
て
お
り
、
芸
能
大
会

以
外
に
も
老
人
施
設
へ
の
友

愛
訪
問
、
地
域
の
文
化
祭
や

夏
祭
り
へ
の
出
演
な
ど
、
積

極
的
に
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
山
田
正
子
さ

ん
は
「
田
中
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
明
る
く
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
﹃
さ

く
ら
音
頭
﹄﹃
さ
く
ら
ふ
れ

あ
い
音
頭
﹄
な
ど
桜
地
区
の

伝
統
を
残
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
写
真
撮
影
時
の
み

　
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
た
。

桜
地
区
　
さ
く
ら
音
頭
愛
好
会
の
皆
さ
ん

出
演
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

富田地区　民踊「富田音頭」

川島地区　ハーモニカ演奏とピアノ伴奏「川島千本桜 /春が来た」

日永地区　歌謡舞踊「白山雪舞い」

四郷地区　ラインダンス「別れのバス・ストップ」

桜地区　民踊「さくら音頭」

保々地区　斎藤　末弘さん
カラオケ「北港」

大矢知地区　河村　清澄さん
カラオケ「あれが沓掛時次郎」

小山田地区　近藤　光子さん
歌謡舞踊「大志（こころざし）」

中央地区　大橋　正子さん
カラオケ「夢見酒」

海蔵地区　髙橋　和子さん
カラオケ「花は咲く」
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私
た
ち
中
央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
毎
月
G
・
G
・
ガ
ラ
ッ
キ
ー
・

1
0
0
歳
体
操
（
月
3
回
）
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
有
志
の

み
で
毎
日
近
く
の
公
園
で
G
・
G

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

全
員
が
元
気
で
風
邪
な
ど
ひ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
高

齢
化
が
進
む
中
で
参
加
者
は
1
人

ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。
1
0
0

歳
体
操
は
始
め
て
2
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
最
高
齢
者
は
87
歳
の
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
0
0
歳
体
操
は
も
っ
と
声
掛

け
し
て
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
カ
ラ
オ
ケ
も
月
2
回
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
歌
の
好
き
な

会
員
の
み
の
集
ま
り
で
、
12
名
が

楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
始
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

四
老
連
で
購
入
し
て
い
た
だ
い

た
の
を
借
り
て
、
役
員
が
ま
ず
ル

ー
ル
等
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
会
員
の
活
動

も
減
っ
て
い
ま
す
。
早
く
終
息
し

て
全
員
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
日
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
元
気中

央
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
安
田
　
和
郎

中　央

汗
の
収
穫

笹
川
老
人
ク
ラ
ブ
　
生
甲
斐
　
農
作

笹　川
地
区
活
動
報
告

ー
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
改
め
て
思
う
仲
間
と
の
絆
の
尊
さ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
昨
年
は

行
事
や
会
合
の
延
期
・
中
止
な
ど
、
四
老
連
活
動
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
収
束
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
感
染
対
策
に
つ
い
て
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
で
き

る
範
囲
で
活
動
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
会
員
同

士
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

園
児
の
笑
顔
目
に
浮
か
べ
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晩
秋
の
11
月
27
日
㈮
、
河
原
田

第
二
寿
会
（
南
河
原
田
町
）
主
催

の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
北
河

原
田
町
第
一
寿
会
と
貝
塚
町
寿
会

の
“
強
者
”
約
10
人
が
参
戦
し
、

総
勢
35
名
（
最
高
齢
97
歳
）、
総

年
齢
約
2
5
0
0
歳
超
え
、“
老

い
楽
の
戦
”
と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ス
ク
回
避
の
検
温
＆
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
＆
マ
ス
ク
着
用
を
厳
守

し
て
、
万
全
の
対
策
の
下
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

雲
1
つ
無
い
快
晴
、
秋
空
の
穏

や
か
な
日
和
の
下
、
好
ス
コ
ア
が

続
出
す
る
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
優
勝
ス
コ
ア
は
3
ゲ
ー
ム

53
ス
ト
ロ
ー
ク
（
う
ち
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
2
回
）
で
し
た
。
1
ゲ
ー

ム
終
了
後
に
み
か
ん
、
お
芋
、
お

菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
で
モ
グ
モ
グ
タ

イ
ム
を
設
け
、
喉
と
胃
を
少
し
潤

し
次
の
ゲ
ー
ム
に
備
え
ま
し
た
。

中
に
は
3
ゲ
ー
ム
中
4
回
も
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
す
る
強
者
も
い
ま

し
た
。

　

密
か
に
忍
び
寄
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

ボ
ー
ル
と
一
緒
に
弾
き
飛
ば
し
て

し
ま
う
老
人
パ
ワ
ー
で
コ
ロ
ナ
禍

の
自
粛
中
、
息
抜
き
の
1
コ
マ
と

し
て
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
無
事
終
了
し
、
幹
事
一
同

ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
者
の
心
と
体
の
健
康
を
守

り
、
地
域
の
人
々
と
つ
な
が
り
を

維
持
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
不
自

由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
明
る
い
新
年
と
未
来
を
笑
顔

で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り

で
す
。

　

昨
年
の
9
月
23
日
㈬
、
最
新
の

「
特
殊
詐
欺
」
情
報
を
学
び
合
う

べ
く
、
四
日
市
地
区
防
犯
協
会
よ

り
講
師
を
招
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
、
友
愛
会
は
5
年
連
続

し
て
講
師
の
ユ
ニ
ー
ク
で
分
か

り
や
す
い
内
容
で
愉
快
に
楽
し

く
学
び
合
っ
て
き
ま
し
た
。
時
に

は
「
防
犯
カ
ル
タ
取
り
」
や
「
寸

劇
」
を
や
っ
た
り
、
D
V
D
で
最

新
情
報
を
映
像
で
学
び
ま
し
た
。

　

さ
て
、
残
念
な
が
ら
昨
年
は
、

大
運
動
会
で
の
2
択
○
×
ク
イ

ズ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
2
択
ク

イ
ズ
は
面
白
い
で
す
ね
！

　

毎
回
、
冷
静
に
判
断
し
、
ど
ち

ら
か
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
な
ぜ

か
外
れ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。
自
分
な
り
の
考
え
方
の
ク
セ

や
、
先
入
観
、
思
い
込
み
の
存
在

を
思
い
知
り
ま
す
。
人

の
情
や
、
思
い
や

り
に
つ
け
込
む
、

最
新
犯
罪
に
気

付
き
、
近
し

い
仲
間
と
共

に
防
ぐ
こ
と

の
大
切
さ
を

知
り
ま
す
。
真

実
に
近
づ
け
る

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

「
2
択
ク
イ
ズ
」
は
、
本

当
に
面
白
い
で
す
ね
！

　

昨
年
も
一
昨
年
よ
り「
特

殊
詐
欺
」
は
多
発
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
特
に
多
い

の
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
詐
欺
被
害
で
、
人
口
の

多
い
四
日
市
で
の
発
生
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
最
近
は
、
窃
盗

犯
罪
は
減
少
傾
向
の
よ
う
で
す
。

住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
自
動
車
、

自
転
車
等
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
、
鍵
の
性
能
が
良
く
な

り
、
犯
罪
が
減
少
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
自
宅
電
話
や
携
帯

電
話
へ
予
期
せ
ぬ
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。
留
守
番
電
話
機
能
を

活
用
し
た
り
、
登
録
し
て
な
い
電

話
に
は
極
力
出
な
い
よ
う
に
し
よ

う
、
と
「
被
害
」
を
共
に
未
然
に

防
ぐ
こ
と
等
、
多
く
の
こ
と
を
学

び
合
い
ま
し
た
。

　
「
出
前
講
座
」
は
、
今
後
も
企

画
し
て
い
き
た
い
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
睦
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

河
原
田
第
二
寿
会
　
黑
田
　
勲
夫

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
ん
な
時
こ
そ

防
犯
出
前
講
座
で
学
び
合
う
！

塩
浜
地
区
　
塩
浜
（
小
浜
）
友
愛
会
　
鈴
木
　
和
久

河原田

塩　浜

地
区
活
動
報
告

ー
一
人
じ
ゃ
な
い
！　

み
ん
な
で
一
緒
に
乗
り
こ
え
よ
う
ー
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私
が
登
山
を
始
め
る
き
っ
か

け
は
、
中
学
2
年
生
の
時
の
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
材
料
と
し

て
御
在
所
岳
に
友
人
3
人
で
植

物
採
集
を
し
な
が
ら
登
山
し
た

こ
と
で
す
。
そ
の
登
山
の
時
、

頂
上
が
近
づ
く
に
従
っ
て
「
エ

ラ
イ
、
も
う
歩
け
な
い
」
と
友

人
の
1
人
が
言
い
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
も
次
々
脱
落
者
が

出
る
気
配
で
し
た
。
そ
れ
で
も

私
は
エ
ラ
さ
を
感
じ
ず
余
裕
を

持
っ
て
友
達
を
山
頂
ま
で
誘
っ

て
登
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
が
後
々
自
信
に
な
っ
て
登
山

が
で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

学
校
で
は
写
真
部
に
入
り
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
撮
影
会
に
行

き
ま
し
た
。
あ
る
夏
の
合
宿
に

上
高
地
の
小
梨
平
に
テ
ン
ト
を

張
り
合
宿
が
始
ま
り
ま
し
た
。

撮
影
を
し
な
が
ら
大
正
池
や
徳

澤
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
日
は
焼
岳
（
2
4
5
5

ｍ
）
に
登
ろ
う
と
な
り
、
い
き

な
り
本
格
的
な
登
山
が
始
ま
り

ま
し
た
。
焼
岳
は
ご
ろ
ご
ろ
と

花
崗
岩
が
転
が
る
山
で
あ
り
ま

し
た
が
、
落
石
を
除
い
て
危
険

な
箇
所
が
な
く
、
素
人
の
私
で

も
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

煙
が
近
く
を
た
な
び
く
山
を
登

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

枯
れ
木
の
道
中
が
す
ご
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
入
社
し
た
会

社
に
登
山
好
き
な
方
が
い
て
、

山
登
り
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、

夏
に
な
る
と
毎
年
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
登
山
2
週
間
ほ
ど

前
に
御
在
所
岳
に
登
っ
て
体
を

慣
ら
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。た
だ
登
る
だ
け
で
は
な
く
、

リ
ュ
ッ
ク
の
底
に
新
聞
紙
の
丸

め
た
も
の
を
入
れ
、
そ
の
上
に

石
を
乗
せ
、
目
方
を
増
し
て
鍛

え
て
お
き
ま
し
た
。
こ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
本
格
的
な
登
山

の
時
に
は
疲
れ
を
あ
ま
り
感
じ

な
い
の
で
す
ね
。

　

御
在
所
岳
は
私
に
と
っ
て
は

リ
ハ
ー
サ
ル
の
山
で
す
。表
道
・

中
道
・
裏
道
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
登
山
道
で
す
。

　

登
山
の
出
発
は
梅
雨
明
け
10

日
を
目
指
し
て
計
画
を
立
て
、

前
穂
高
岳
（
3
0
9
0
ｍ
）
絶

景
を
楽
し
み
な
が
ら
登
り
ま
し

た
。
急
峻
な
登
り
坂
が
多
く
ハ

ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
や
っ
と
の
思

い
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
登
頂
し
た
時
の
喜
び
、
道

中
の
川
・
滝
・
冷
た
い
水
・
き

れ
い
な
花
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら

ふ
う
ふ
う
言
い
な
が
ら
登
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
景
色
を
見

た
く
て
夏
に
な
る
と
山
に
登
り

た
く
な
り
、
テ
ン
ト
を
持
っ
て

1
人
18
㎏
ほ
ど
の
キ
ス
リ
ン
グ

を
背
負
い
、
小
梨
平
、
徳
澤
、

涸
沢
経
由
、
槍
沢
で
汗
を
拭
き

拭
き
テ
ン
ト
を
張
り
ま
し
た
。

い
つ
も
野
営
地
に
は
3
時
ご
ろ

に
は
到
着
し
1
時
間
ほ
ど
か
け

て
夕
食
を
作
り
、
5
時
ご
ろ
に

は
横
に
な
り
1
日
の
休
息
を
取

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
明

日
は
槍
个
岳
（
3
1
8
0
ｍ
）

に
登
る
ん
だ
と
や
や
興
奮
し
て

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昼
間

の
疲
れ
が
ど
っ
と
出
て
い
つ
の

間
に
か
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
朝

は
4
時
に
起
き
、
朝
食
を
取
り

昼
食
の
準
備
を
し
て
、
6
時
に

は
出
発
で
す
。

　

最
初
は
樹
木
の
中
を
あ
れ
こ

れ
話
し
な
が
ら
歩
く
の
で
す

が
、
次
第
に
木
々
の
背
も
低
く

な
り
視
界
が
開
け
て
く
る
こ
ろ

に
な
る
と
、
話
も
少
な
く
な
り

黙
々
と
高
度
を
上
げ
て
い
く
の

で
す
。
い
よ
い
よ
瓦
礫
の
山
に

な
る
と
、
息
も
荒
く
な
り
、
鎖

や
鉄
梯
子
を
伝
っ
て
登
る
箇
所

も
何
カ
所
か
出
て
き
て
、
山
の

分
水
嶺
を
登
っ
て
い
く
の
で

す
。

　

や
っ
と
頂
上
が
見
え
始
め
ま

し
た
が
、
登
れ
ど
も
登
れ
ど
も

頂
上
は
近
づ
い
て
こ
な
い
の
で

す
。
は
あ
は
あ
と
言
い
な
が
ら

や
っ
と
頂
上
に
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
思
わ
ず
登
っ
た
バ

ン
ザ
イ
バ
ン
ザ
イ
。
こ
の
瞬
間

が
何
と
も
言
え
な
い
時
で
す
。

こ
の
瞬
間
を
味
わ
う
た
め
に
登

る
の
か
な
。

　

道
中
に
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
も
登

山
道
の
近
く
で
見
つ
け
、
よ
ち

よ
ち
と
歩
く
姿
に
癒
や
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
山
植
物
が
き

れ
い
な
花
を
今
と
ば
か
り
に
咲

き
誇
っ
て
こ
れ
も
私
を
癒
や
し

て
く
れ
ま
し
た
。
下
山
後
の
夕

食
が
楽
し
み
で
す
。

　

次
に
白
山
（
2
7
0
2
ｍ
）

に
登
っ
た
時
に
は
こ
ん
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
渓
が
あ
り
思
わ
ず
、
雪
渓

に
寝
転
び
熱
い
体
を
冷
や
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
雪
の
塊

を
思
わ
ず
口
に
入
れ
て
な
め
た

と
こ
ろ
唇
が
腫
れ
て
き
て
び
っ

く
り
し
た
こ
と
。
ま
た
、
夏
の

高
山
の
広
々
と
広
が
っ
た
花
畑

は
す
ご
い
の
で
す
。
ま
だ
い
な

い
彼
女
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
と

心
か
ら
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

夜
に
は
持
参
し
た
テ
ン
ト
か

ら
首
を
出
し
て
仰
向
け
に
な
っ

て
き
れ
い
な
星
を
眺
め
眠
り
に

つ
き
ま
し
た
。
あ
あ
懐
か
し
い

な
、
若
き
あ
の
頃
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

笠
ケ
岳
（
2
8
9
8
ｍ
）
に

登
っ
た
時
の
印
象
は
、
と
に
か

く
登
山
道
が
だ
ら
だ
ら
と
し

て
、
長
い
の
で
す
。
歩
い
て
も

歩
い
て
も
同
じ
景
色
が
続
く
の

で
す
。
し
か
も
、
今
と
同
じ
く

熊
の
出
没
が
多
く
、
こ
こ
笠
ケ

岳
も
同
じ
な
の
で
す
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
山
小
屋
に

到
着
し
た
時
目
に
し
た
の
は
、

逆
さ
ま
に
吊
る
さ
れ
た
熊
で
し

た
。
今
夜
は
こ
の
熊
の
肉
か
も

し
れ
な
い
ね
と
言
っ
て
い
た

ら
、
先
般
と
れ
た
熊
だ
と
言
っ

て
山
の
夕
食
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。
熊
の
ス
テ
ー
キ
は
、
草
臭

く
て
固
く
て
食
べ
る
の
に
苦
労

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

下
山
は
栃
尾
温
泉
ま
で
一
気

に
下
山
し
て
、
露
天
風
呂
に
ざ

ぶ
ん
。
あ
あ
気
持
ち
が
い
い
、

最
高
だ
。
温
泉
で
疲
れ
を
癒
や

し
、
夜
行
で
名
古
屋
に
戻
り
、

今
度
は
名
古
屋
の
駅
構
内
に
あ

る
銭
湯
に
浸
か
っ
て
、
家
に
直

行
し
て
、出
勤
の
準
備
を
し
て
、

さ
あ
出
勤
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

忙
し
い
で
す
ね
。

　

わ
ず
か
の
休
暇
を
有
効
に
使

い
、
会
社
の
休
暇
は
極
力
少
な

く
し
て
山
に
行
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

　

徒
然
な
る
ま
ま
に
今
も
残
っ

て
い
る
登
山
の
思
い
出
を
つ
づ

っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
い
け
な
い
か
ら
止
め
て

お
い
た
方
が
い
い
よ
」
と
言
わ

れ
た
の
に
強
引
に
出
席
し
ま
し

た
。
福
祉
大
会
の
会
場
は
、
3

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
準
備
の

人
た
ち
の
手
で
創
意
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
舞
台
上
で

は
市
長
さ
ん
、
連
合
会
長
さ
ん

と
あ
と
1
人
み
え
て
、
少
人
数

で
設
営
さ
れ
、
観
客
席
は
私
た

ち
が
座
り
ま
し
た
。
無
力
の
私

で
も
「
継
続
は
力
な
り
」
で
長

く
や
っ
て
こ
れ
た
か
ら
頂
け
た

こ
と
は
確
か
で
す
。
式
は
厳
粛

に
行
わ
れ
意
義
の
あ
る
時
間
、

1
日
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
は
日
増
し
に
感
染
者

が
増
え
て
第
3
波
到
来
の
よ
う

で
す
が
、
去
年
の
初
め
こ
れ
だ

け
大
き
く
拡
大
す
る
と
は
思
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
か
?　

昔
か

ら
外
出
の
後
は
手
洗
い
う
が
い

を
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
祖
先
の
疫
病
等
の
時
の

教
訓
が
後
世
に
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
外
国

へ
旅
行
し
た
時
も
検
閲
で
、
す

ご
く
並
ん
で
待
た
さ
れ
た
け
れ

ど
重
要
な
こ
と
だ
な
あ
と
初
め

て
コ
ロ
ナ
で
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
で
倒
産
す
る
企
業
、

新
し
く
開
発
し
て
伸
び
る
会
社

な
ど
世
界
は
一
変
し
そ
う
で
す

ね
。
コ
ロ
ナ
な
の
に
株
高
に
な

っ
た
り
し
て
、
ま
さ
に
世
界
は

動
い
て
い
ま
す
。

　

立
派
に
出

来
た
競
技
場

で
す
か
ら
、

日
本
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を

す
る
か
ら
に
は
成
功
さ
せ
た
い

も
の
で
す
ね
。
し
て
良
か
っ
た

と
言
え
る
よ
う
に
!

　フロンティア四日市（四日市市老人
クラブ連合会）では一般投稿・文芸作
品の原稿を募集しています。一般投稿
（随想など）は８００字程度、文芸作
品はお１人２句（２首）までとします。
お名前、お電話番号、地区名、単位ク
ラブ名を添えてご投稿ください。

　次号の発行は 8月下旬です。原稿
の締め切りは 6 月 30 日㈬必着です。
投稿をお待ちしています。
◆投稿先
　〒５１０―０８８６
　　四日市市日永東１―２―27
　　四日市市老人クラブ連合会事務局
　　ＴＥＬ０５９（３４６）４０６６
　　ＦＡＸ０５９（３４５）９３０５

原 稿 募 集
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
懸
念
か
ら
感
染
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不

安
感
に
よ
っ
て
感
染
者
や
医

療
関
係
者
等
へ
の
誹
謗
中
傷

や
偏
見
、
デ
マ
な
ど
が
起
き

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ

と
を
正
し
く
理
解
し
、
正
し

く
恐
れ
な
が
ら
生
活
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。「
闘
う

相
手
は
人
で
は
な
く
、
ウ
イ

ル
ス
で
す
」。

会員の広場 ー投稿欄ー

登
山
と
私

川
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

柳
川
　
憲
一

新
型
コ
ロ
ナ
で
思
う富

洲
原
地
区
　
き
ら
く
会

川
村
　
文
子
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こ
れ
か
ら
の
日
本
の
人
口
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
考
察
し

て
み
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
。

よ
く
話
に
出
ま
す
が
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま

ず
現
在
か
ら
約
1
0
0
年
前
に

さ
か
の
ぼ
り
1
9
2
0
年
（
国

勢
調
査
が
最
初
に
行
わ
れ
た

年
）
の
人
口
は
約
5
5
9
6
万

人
で
2
0
2
0
年
10
月
現
在
、

約
1
億
2
5
8
8
万
人
で
す
の

で
半
分
も
い
ま
せ
ん
。そ
の
後
、

震
災
や
戦
争
な
ど
で
苦
し
い
と

き
が
あ
り
ま
し
た
が
人
口
は
増

加
し
ま
す
。

　

終
戦
の
翌
々
年
の
47
年
か
ら

49
年
の
3
年
間
で
約
8
0
5
万

人
の
子
供
が
誕
生
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
で

す
。
50
年
代
半
ば
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
に
入
り
、
70
年
代
前

半
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
生
ま
れ

た
第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
あ

り
増
加
し
ま
し
た
。

80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
初

頭
に
は
バ
ブ
ル
経
済
が
起
こ
り

ま
す
。
女
性
の
社
会
進
出
も
進

み
ま
し
た
。
90
年
の
女
性
の
就

業
率
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
共
働

き
世
代
も
増
加
し
ま
し
た
一

方
、
少
子
化
が
進
み
出
し
ま
し

た
。
90
年
代
後
半
か
ら
I
T
化

が
進
み
、
2
0
0
0
年
代
に
急

激
に
普
及
し
て
世
の
中
の
変
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
08
年
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
で
世
界
の
景
気
が
一

気
に
悪
化
。
同
年
日
本
の
人
口

も
ピ
ー
ク
に
な
り
、
そ
こ
か
ら

減
少
傾
向
に
移
り
ま
し
た
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
も
効
果
が
上
が
ら

ず
、
16
年
に
は
子
供
の
出
生
数

が
1
0
0
万
人
を
下
回
り
ま
し

た
。

　

今
後
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
と
、
労
働
力
不
足
の

時
代
に
突
入
し
て
年
金
や
医
療

費
も
増
大
し
ま
す
。
生
活
環
境

に
も
影
響
が
出
ま
す
。
問
題
に

な
っ
て
い
る
空
き
家
も
ま
す
ま

す
増
加
が
見
込
ま
れ
、
税
収
不

足
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
詰

ま
り
、
祭
り
な
ど
地
域
の
伝
統

文
化
も
継
承
が
難
し
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
生

数
も
社
会
で
働
く
生
産
年
齢
人

口
も
減
少
し
て
、
一
方
で
は
平

均
寿
命
も
延
び
、
高
齢
者
層
の

中
で
も
よ
り
高
齢
の
人
が
多
く

な
り
、
私
た
ち
は
長
い
「
大
人

の
時
間
」
と
向
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

確
か
に
日
本
は
少
子
高
齢
化

の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
生
き

物
が
誕
生
し
て
38
億
年
で
す
。

た
か
が
50
年
、
1
0
0
年
で
生

き
物
は
滅
び
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
の
問
題
を
数
字

だ
け
か
ら
マ
イ
ナ
ス
と
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
も

っ
と
大
ら
か
に
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
、
健
康
で
、
心
か
ら

の
笑
顔
で
生
き
る
楽
し
さ
や
小

さ
な
幸
せ
を
積
み
重
ね
て
い
け

ば
、
社
会
は
変
わ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い
う

大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
の
1
月
に
中
国

の
武
漢
か
ら
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
と

瞬
く
間
に
世
界
中
に
拡
大
さ

れ
、
2
0
2
1
年
1
月
現
在
、

世
界
で
1
憶
人
が
感
染
し
て
、

2
1
0
万
人
の
人
の
命
が
落
と

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て

も
35
万
人
が
感
染
し
て
、
5
千

人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
感
染
は
拡
大
し
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
早
く
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

◆
桜
花
台
俳
句
愛
好
会

自
ら
の
水
脈
ふ
り
向
か
ず
鳰

小
倉
　
久
子

波
板
を
踏
み
な
ら
し
行
く
猫
の
恋織

田
恵
美
子

貸
地
札
色
あ
せ
し
ま
ま
雪
か
ぶ
り勝

又
　
正
子

六
段
の
琴
の
弾
き
初
め
聴
こ
ゆ
朝神

田
　
正
子

八や

そ十
の
春
免
許
返
納
潔
く

諸
岡
さ
と
の

雪
嶺
や
た
つ
き
の
灯
り
ぽ
つ
ぽ
つ
と

山
路
　
悦
子

◆
四
郷
地
区
東
日
野
寿
老
会
俳
句
同
好
会

打
水
や
土
の
匂
ひ
の
と
び
つ
き
来

生
身
魂
忘
れ
上
手
に
な
り
に
け
り小

林
喜
代
子

人
気
な
き
鎮
守
の
杜
の
蟬
時
雨

炎
熱
や
置
物
に
な
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ

小
林
　
庄
助

鶺
鴒
が
暑
さ
に
め
げ
ず
軽
や
か
に

長
雨
が
終
わ
り
一
息
秋
の
空

坂
下
　
誠
治

一
片
の
雲
な
く
青
し
梅
雨
明
け
る

空
蟬
や
幹
に
し
っ
か
り
爪
立
て
て渡

辺
　
善
次

満
さ
れ
ぬ
も
の
残
し
濃
霧
の
岳
を
去
る

に
ん
げ
ん
の
仕
業
か
蝶
の
地
に
死
し
て

四
郷
地
区
高
花
平
高
砂
会
　
清
水
　
晴
彦

山
一
つ
動
か
す
流
れ
秋
の
雲

秋
の
旅
た
ぎ
て
日
の
消お

つ
日
本
海

四
郷
地
区
笹
川
俳
句
会
　
飯
田
　
好
子

留
守
詫
ぶ
る
寺
に
置
き
文
枝
垂
れ
梅

幾
万
の
水
仙
咲
か
す
土
力

咲
く
花
や　

陵
頻
伽
の
舞
姿

富
洲
原
地
区
　
　
茂
　
句

墓
仕
舞
終
の
花
立
月
照
ら
す

半
襟
を
掛
く
指
先
に
春
き
ざ
す

富
洲
原
地
区
　
は
る
み

湯
豆
腐
の
揺
れ
出
し
て
来
て
話
止
む

浜
焚
火
漁
師
の
誰
も
老
い
に
け
り

富
洲
原
地
区
　（
加
藤
）
清
重

菜
の
花
や
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
る
鬼
ご
つ
こ

闇
深
き
気
合
を
入
れ
て
豆
を
撒
く

富
洲
原
地
区
　
ま
さ
あ
き

紅
葉
寺
狛
犬
な
ら
ぬ
石
の
猿
候

朝
貌
と
呼
ば
れ
し
時
代
憶
良
の
記

　
※
ア
サ
ガ
オ
…
キ
キ
ョ
ウ
の
こ
と

水
沢
地
区
西
條
白
寿
会
　
辻
　
　
井
蛙

賑
賑
し
野
菜
の
露
店
花
水
木

春
雪
の
岳
の
起
伏
の
際
立
て
り

富
田
地
区
丸
寿
会
　
長
崎
　
桂
子

秋
日
射
す
庭
に
ポ
ツ
ン
と
車
椅
子

夕
芒
過
ぎ
ゆ
く
月
日
風
の
ご
と

神
前
地
区
　
峯
山
　
了
子

待ま

ち
か
ね
た
二
月
の
声
に
と
き
め
き
よ

春し
ゅ
ん
こ
う光
に
誘さ
そ

は
れ
て
行ゆ

く
車
く
る
ま

椅い

子す

河
原
田
地
区
　
杉
田
　
禎
照

手
料
理
の
嫁
に
手
合
わ
す
終
の
日
々

　

嫁
た
り
し
頃
を
省
み
る
吾
は

家
の
こ
と
姑
に
委
ね
て
勤
め
上
ぐ

　

嫁
な
る
務
め
疎お

ろ
そ

か
の
ま
ゝ

羽
津
地
区
春
風
会
　
藤
井
　
幸
子

寝
過
ご
し
の
午
睡
の
窓
を
ノ
ッ
ク
し
て

　

夢
に
い
で
き
ぬ
健
や
か
な
君

吾
が
生あ

れ
し
季と
き

に
盛
れ
る
菊
の
花

　

よ
わ
い
ふ
る
ご
と
懐
か
し
く
み
る

羽
津
地
区
春
風
会
　
小
井
　
弓
子

賜た
ま

は
り
し
親
指
ほ
ど
の
松ま
つ
た
け茸

を

　

十
一
人
で
香
を
吸
い
つ
く
す

急
足
歩
廻
り
道
し
て
路ろ

じ
う
ら

地
裏
へ

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
を
吸
い
込
み
に

彼
岸
花
緋ひ

の
帯お
び

と
な
し
延え

え
ん
と

燃も

え
に
も
え
た
つ
故
郷
の
土
手

楠
地
区
西
町
・
生
き
よ
う
会
　
松
本
志
げ
子

神
さ
び
て
舞
ふ
「
陵
王
」
に
ふ
り
か
か
る

　

銀
杏
も
み
ぢ
は
散
華
と
も
見
ゆ

下
弦
の
月
と
ち
り
ぼ
ふ
星
を
縫
ふ
ご
と
く

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
明
る
く
過
ぎ
ぬ

わ
が
孫
の
誕
生
の
た
び
書
き
く
れ
し

　

母
の
「
命
名
書
」
四
枚
掛
け
お
く

富
洲
原
地
区
　
　
若
葉
　

散
り
終
へ
て
桜
は
し
ば
し
静
寂
の

　

季
に
入
り
た
り
蝉
鳴
く
日
ま
で

ふ
る
さ
と
は
秋
の
祭
り
の
頃
な
ら
む

　

空
噛
む
獅
子
の
歯
音
の
聴
こ
ゆ

夢
に
逢
ふ
母
は
絣
の
も
ん
ぺ
は
き

　

夕
べ
の
厨
に
米
を
研
ぎ
を
り

富
洲
原
地
区
　
　
滄
　

短
　
歌

俳
　
句

会
員
の
広
場
ー
投
稿
欄
ー

日
本
の
人
口
に
つ
い
て

海
蔵
地
区

佐
久
間
照
子
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こ
の
た
び
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
四
日
市
広
報
紙

「
四
老
連
い
き
い
き
だ
よ
り
」
発
行
に
あ
た
り
広

告
掲
載
の
ご
協
賛
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
紙
は
、
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て
会

員
の
生
き
が
い
・
健
康
・
教
養
を
高
め
る
と
と
も

に
、
豊
か
で
幸
せ
な
老
後
を
実
現
す
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
一
層
の
努
力
と
熱
意
を
傾
け
て
ま
い
り

ま
す
。
以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
何
と

ぞ
末
永
き
ご
厚
誼
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　

四
日
市
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ご
協
賛
の
方
々
へ
御
礼

　老人クラブとは、おおむね 60 歳以上が参加する地
域を基盤とした自主的な組織です。
　仲間づくりを通して、生きがいと健康づくりに努め、
いきいきとしたシニアライフの実現を目指していま
す。これまで培った知識や経験を生かし、地域の諸団
体と共同して地域を豊かにする社会活動に取り組み、
明るい長寿社会づくりに努めています。 お問い合わせ：☎０５９-３４６-４０６６

　老人クラブでは、常時会員を募集していま
す。地域の老人クラブ会長、または四日市市
老人クラブ連合会（下記電話番号）まで気軽
にお問い合わせください。

・趣味で作成した作品の発表展示会を開催
・囲碁や将棋の愛好家のための大会を開催
・秋に福祉大会を、冬には芸能大会を開催
・中央緑地体育館で大運動会を開催
・四日市ドームでグラウンド・ゴルフ大会を開催

老人クラブ連合会の主な行事

老人クラブに入るには？

新しい仲間づくりをはじめましょう！

9 月に「社会奉仕の日」の活動
が各地区で行われ、148クラブ
2,790 名が参加し、地域の美化
に貢献しました。

富田地区

富洲原地区

大矢知地区

八郷地区

県地区

楠地区 水沢地区

三重地区

神前地区

四郷地区


